
  

 

第１５２０回 例会 ２０２３年 (令和５年) １２月１１日 

（疾病予防と治療月間）  

 

前回（１２月４日）例会記録  

◇プログレス 野田 寿美子 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  岩崎 寿英  親睦委員 

 ゲスト： １名 地区外： ０名 地区内： ２名 合計 ３名 

 ゲスト： 米山奨学生 ヴートゥイユーン 様 

     

２．１２月お誕生月会員お祝い 

 

 岡本 真太郎 会員 （１２月  ３日） 

 岡本   茂  会員 （１２月  ８日） 

 岩崎 寿英  会員 （１２月  ８日） 

 甚田 隆康  会員 （１２月 １１日） 

 新川 晃生  会員 （１２月 １３日） 

 

３．会長の時間  「動物に殺される人間」  林   拓 会長 

今月は疾病予防と治療月間です。月間に相応しい行動をお願い致します。 

人間を最も殺している生き物ランキング、第一位はライオンでもサメでもワニでもなく、人間の数千倍は小さいあの生き物によ

って、世界全体で毎年725,000人もの人間が殺されています。 

本日のプログラム                        （本日のプログレス 清水 清一 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング  「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 例会・年次総会      ３１階「カトレア」  １７：００～１７：４５ 

○ クリスマス家族懇親会 ３２階「スカイテラス」 １８：００～２０：３０   



 

危険と考えられがちなサメやライオン、ワニといった生き物は、このランキング的には下の方になります。人数的にもサメが 10

人、ライオンが 100 人、ワニが 1000 人と、それほど多くありません。こういった生き物が危険であるというイメージが根付いて

いるのは、メディアの影響力が大きいです。サメやライオンが人間を襲ったという事件が起きれば、テレビや新聞がこぞって

「恐ろしい惨劇が起きた」とニュースにします。もちろん危険な生き物であることに変わりはありませんが、データ的に見てみ

ると、死亡者数という点ではもっと恐ろしい生き物が他にいるのです。例えば５位のツエツエバエや６位のサシガメなどは寄

生虫を媒介し、人間に病気を感染させて急性心筋炎や髄膜脳炎で死亡させたりします。ランキング第４位には、私たちにとっ

ても馴染みのある犬が入っています。犬は毎年 25,000人もの人間を殺しているのです。犬によって殺されている人のほとん

どは、狂犬病によって命を落としています。日本ではワクチンの普及によって狂犬病はほぼ根絶されましたが、世界全体で

は年間 2.5 万人以上が狂犬病に感染し、死亡しています。その 90%以上は、インドやフィリピンなど、アジア地域で起きてい

ます。狂犬病は昔から存在する病気ですが、現代医療では治療法が確立されておらず、発症したら致死率はほぼ 100%、回

復した例はわずかしかありません。さて人間を最も殺している生物ランキング、ぶっちぎりの一位は蚊です。 毎年725,000人

の人間を殺しています。そのほとんどが、蚊が媒介する感染症によって命を奪われているのです。蚊によって媒介される感

染症として、最も有名なのはマラリアです。世界で年間約 2 億人が感染し、推計 43 万人が命を落としています。WHO（世界

保健機関）によると、マラリア死亡者の 90％はサハラ砂漠より南のアフリカに集中しています。蚊によって殺される 72万人の

うち、270,000人が 5歳未満の子どもと言われています。これからは日本でも、一部の熱帯病、例えばデング熱が流行する危

険性があると指摘されています。「地球温暖化の影響によって、日本が東南アジア化してきている」そんな話を聞いたことが

ある人もいると思います。デング熱を媒介するヒトスジシマカの分布は「2035 年には本州の北端まで、2100 年には北海道ま

で拡大する」という予測が紹介されています。そうなると、蚊によって殺される日本人が増える未来が来る、その可能性も決し

てゼロではありません。皆様もむやみに蚊に刺されないように気をつけて頂きたいと思います。2014 年 4 月にビル&メリンダ

ゲイツ財団が発表した報告書『World's Deadliest Animals』(世界で最も危険な動物たち)によると、人間を最も殺している生物

ランキングのトップ 15は以下のようになっています。                                           

1.蚊 725,000人 2.人間 475,000人 3.ヘビ 50,000人 4.イヌ 25,000人 5.ツエツエバシ 10,000人 6.サシガメ 10,000人 7.

巻き貝 10,000人 8.カイチュウ 2,500人 9.サナダムシ 2,000人 10.ワニ 1,000人 11.カバ５００人 12.ゾウ１００人 13．ライオ

ン１００人 14.オオカミ１０人 15．サメ１０人 

４．委員会報告 

◎国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

いつも歯科医療奉仕活動にご理解とご支援をいただきありがとうございます。 
11月30日に中之島ロータリークラブに於いて『国際奉仕活動と青少年育成にって』と題して卓話を行なって 

来ました。来年の4月13日(土曜日)ＩＭ第５組ロータリーデーが中之島の国際会議場で開催されます。 

そこで基調講演を行うことになりました。丁度その時の予行演習になりました。 

 

◎囲碁将棋同好会 副世話役 中井  崇 

第２回を１１月２９日（水）に開催いたしました。 第３回は１２月１３日（水）に開催いたします。よろしくお願いいたします。 

 

５．米山奨学金授与  

 

林会長より、米山奨学生ヴートゥイユーンさんへ奨学金が授与されました。 

その後、歓単にご挨拶をしていただきました。 

 

６．ニコニコ報告 中井  崇 親睦委員長 

中村 会員・・・・本日は卓話です。ヤジなどでご協力を宜しくお願いします。 

澤田 会員・・・・いつも歯科医療奉仕活動にご理解、ご支援いただき、ありがとうございます。１１月３０日中之島RCにおいて 

          「国際奉仕と青少年育成について」卓話を行って来ました。来年 4月 13日のロータリーデーの予行演習が  

          出来ましたので、当日宜しくお願いいたします。 

https://www.gatesnotes.com/Health/Most-Lethal-Animal-Mosquito-Week


 

 

塩尻 会員・・・・入社２年未経験の職員さんが、税理士試験科目合格を果たしました！よく頑張ってくれました！ 

岡野 会員・・・・２次会早退にも関わらず夢叶わず・・・ 

甚田 会員・・・・早退させて頂きます。宜しく。 

新川、清水、小島、岩崎、藤井、伊藤、中嶋、林、原山、宮原、松村、小山、山川、大久保、俣野、坂本、中井、井澤、 

野田、大島、岡本茂、片岡、 

   各会員・・・・いよいよ師走 師匠も弟子も走りましょう！ 

岡本（真）、岡本茂、岩崎、甚田、新川、各会員・・・・１２月お誕生月 

 

７．出席報告  野田 寿美子 副ＳＡＡ 
会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３６名 出席会員数 ３２名（オンライン２名） 出席率 ８９％ 

第１５１６回（１１月１３日） 修正出席率 ９７％ 

 

８．卓 話  「令和５年・雑感」  中村  一 会員 

  

令和 5年もいよいよ師走になり皆様もお忙しい日々になっておられることと思います。 

1 年の終わりが近づきますと、今年はこんなことがあったな～とか、なんとなく過ごしたな～とか、今年

はできなかったから来年こそはがんばるぞーとか、いい 1 年だったな～とか・・・。この時期になると皆

様もこの 1年を振り返ることがあるのではないかと思います。さて、私にとってこの 1年を振り返り 3つ

の出来事での雑感でお時間を頂きたいと存じます。まずは 1月 8日のことですが、妻と二人でランチ

に出かけた帰りに夕食の買い物でスーパーによりまして、2階の広い駐車場に止めて約 20分で車に

戻りました。そこで見た光景は古いながらも大切に乗っている車のフロント周りのおおきな凹み。年始早々サイテー！いやな

年の始まりと思っていると、若い 5名の男性が私の車の周りにやってきて、頭を下げて「ご迷惑をお掛けしすみません！」と。

冷静になってとなりの黒いワンボックスを見ると側面が大きく凹んでいて、あ、そういうことかと・・・。みんなスーツにネクタイ、

しかも同年代の若者 5 人、この地域の成人式だったことに気が付きました。当たり前のことですが、当て逃げしないで待って

いた若者たちに対してなぜかホッとした気持ちになり、事故証明のためになかなか来ない警察を待っている間は、成人式に

遅れないか？と話しかけたり、警察には早く処理して欲しいとか、誰もケガはないし車は保険で修理できるから、何も心配な

いから安心して今日は仲間と楽しい日を過ごして、とか言って、気持ちが凹んでいた運転者の若者を励ましている私でした。

どんな場面でも人との出会いはその時の対応次第でお互いの気持ちは良くも悪くもなりますね。次に令和5年5月8日に新

型コロナウイルス感染症の位置づけは、これまで「新型インフルエンザ等感染症（いわゆる２類相当）」としていましたが、令和

５年５月８日から「５類感染症」になりました。ようやくこの日が来たのですが、約 3年間もの長すぎる色々な制限で経済だけで

はなく失ったものは大きすぎると感じます。仕方がないこととわかっていますが、コロナ前のようにはやく表情豊かに人らしく

繋がる社会になれば嬉しく思います。また、子供たちにとっては取り戻せない時間や出来事があったと思いますので、いま

大人として子供たちへできることが何かないかと考えます。そして３つ目はいよいよＡＲＥです。11 月 5 日プロ野球・日本シリ

ーズの第7戦が大阪市の京セラドーム大阪で行われ、阪神がオリックスに 7対1で勝って対戦成績を 4勝3敗とし、1985年

以来となる 38年ぶり 2回目の日本一に輝きました。この日本一の前のリーグ優勝について 12球団の分析では、阪神は得点

最多・失点最少・防御率 1 位ですが、本塁打本数は 11 位（ワーストは中日）、失策は 11 位（ワーストは日ハム）となっていま

す。阪神の試合は確かにホームランが少なく一言でいえばしんきくさい。それでも優勝に導いた秘策は何といっても四球の

多さでしょうか・・・。四球数が 1 位になったのはもしかすると、シーズンが始まる前、岡田監督がフロントにかけ合い、それま

で 1 ポイントだった四球の査定を 1.2 ポイントにしたことかもしれません。シーズン後に積み上げた四球のポイントが年俸に

加算されるので、選手の四球への意識が変わったのだと感じます。たかが 0.2 ポイント分の上昇とはいえ、これは岡田監督

の大ヒットです。なので仕事上でもこの四球みたいなことに対する査定のあり方を、社員教育のモチベーションに生かせない

かと考えてみたりします。どのような活動にも新しい発想や工夫は大切ですね。 

本日は卓話のお時間を頂き有難うございました。来週は久しぶりに制限のないクリスマス会がとても楽しみです。 

また、令和 6年も皆さんとともにロータリーライフを楽しみたいと思います。これからも引き続き、どうぞ宜しくお願い致します。 

 



 

                          職場見学＆会員懇親会   

                              ２０２３年１１月２７日（月） 

月化粧ファクトリー㈱ （青木松風庵工場） → ペッシェロッソ 

                           

                                               職業奉仕委員長 竹内  弘 

 

11月27日（月）株式会社青木松風庵様の月化粧ファクトリー（阪南市）への職場見学を実施いたしました。 

当日は、19名の会員にご参加いただきました。 

大阪土産でも知名度の高い月化粧ができる過程を青木社長、青木専務、直々の説明とともに工場見学し、 

目の前で焼かれた出来立てホヤホヤの月化粧をいただくとともに、青木松風庵様の歴史や、お菓子の歴史等を 

見学させていただきました。 

その後は、別室にて青木社長から、企業としての青木松風庵様の沿革、取り組みのお話しをいただきました。 

同じ企業人としても有意義なお話しが数々あったかと思います。 

多少不適切な質問もあったことは、スルーさせていただきますが（笑）、終始明るい雰囲気で活発な質疑応答を 

していただき最後に 1F店舗での買い物を済ませ、帰路につきました。 

その後、バス移動し、東心斎橋の PESCE ROSSO様にて懇親会を開催いたしました。 

こちらも、18名の会員にご参加いただき、美味しいイタリアン、ワインとともに楽しい懇親会が開催できたかなと 

思っております。 

最後になりましたが、当日ご参加いただきました会員の皆様、お忙しい中お時間を作って、ご参加いただき、 

ありがとうございました。今回の職場見学が、会員の皆様の何かのお役に立てば大変光栄に思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆次回１２月１８日（月）例会予定 

                    ・体験例会 

                    ・会員懇親会   ４階「藤の間」 １３：４０～１４:４０ 

                    ・IM委員長会議 ４階「藤の間」 １１：３０～１２：３０ 

１２月度理事会報告 

令和５年１２月４日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：４０～１４:４０ 

 【承認事項】 

1.  １１月度会計報告 ⇒ 承認 

2.  大丸お歳暮について ⇒ 承認 

3.  事務局冬季賞与について ⇒ 承認 

４.  2024学年度米山奨学生受入れについて（2024年4月～） ⇒ 承認 

 


